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第５回農業委員会総会議事録 
 

１ 招集日       令和６年５月７日（火） 

２ 開会日時及び場所 

            令和６年５月７日（火）  午後２時00分 

            吾妻町ふるさと会館 

３ 閉会日時      令和６年５月７日（火）  午後２時55分 

４ 委員氏名 

  (1)出席者（16名） 

   １番 松尾 茂敏  ２番 内田 弘幸  ４番 池田 兼三  ５番 山﨑 正典 

   ６番 本田  浩  ７番 草野 英治  ８番 中川 實美  ９番 徳永 玉義 

   10番 草野有美子  12番 鶴﨑 高幸  13番 坂本  博  14番 東  康敬 

   15番 森﨑 茂德  16番 笠原  勝  17番 小筏 正治  19番 馬場  保 

  (2)欠席者（３名） 

   ３番 田島 真一  11番 栄木 正孝  18番 林田  剛 

５ 議事に参与した者 

        事務局長     髙木 謙次 

        次  長     内田 啓輔 

        参 事 補     酒井 伸也 

６ 議事日程 

   日程第１ 会議録署名委員の指名について 

   日程第２ 議案第19号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

   日程第３ 議案第20号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

   日程第４ 議案第21号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

   日程第５ 議案第22号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

   日程第６ 議案第23号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定に

ついて 

   日程第７ 議案第24号 農用地利用集積等促進計画（案）について 

   日程第８ 報告第４号 非農地通知の発出について 

────────────────────────────── 

午後２時00分開会 

○事務局長（髙木 謙次君）  皆さん、こんにちは。草野有美子委員が少し遅れるそうで、あと、欠席
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委員が３名いらっしゃいますけれども、それ以外の方はおそろいのようですので、ただいまから令和

６年第５回雲仙市農業委員会総会を開会いたします。 

 議事進行上発言される場合は、挙手の上、議長が指名をしてからマイクを通して発言してください。

また、携帯電話は電源をお切りになるかマナーモードに設定くださいますようお願いいたします。 

 本日は、林田剛委員、田島委員、栄木委員から欠席届が提出されております。 

 なお、本日の出席者は、法の規定による過半数に達しております。会長に開会をお願いいたします。 

○議長（馬場 保君）  皆さん、こんにちは。 

 ようやく連休も過ぎたようでございますけども、天気が悪く農作業等々の影響があるように思いま

す。そういう中で、ご多忙の中、ご参集いただきましてありがとうございます。 

 それでは、第５回総会を始めたいと思います。 

 ただいまから、令和６年第５回雲仙市農業委員会総会を開会いたします。 

 まずは、議決事件の審議を行います。 

 各委員の協力方よろしくお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、４番、池田兼三委員、５番、山﨑正典委員、

両委員を指名いたします。 

 それでは、議事に入りたいと思います。 

 日程第２、議案第１９号、農地法第３条第１項の規定による許可申請についてから日程第８、報告

第４号、非農地通知の発出についてまでの議案６件、報告１件となります。 

 それでは、日程第２、議案第１９号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について、事務局、

議案事項の説明を求めます。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書２ページを御覧ください。 

〔議案第１９号の朗読〕 

 議案書３ページ、申請番号１番から９番まで、９件の申請があっております。詳しくは別添

１を御覧ください。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、東部調査会長お願いします。 

○委員（１３番 坂本 博君）  議席番号１３番、東部調査会長の坂本です。 

 東部調査会関係分は、申請番号１番から４番です。 

 申請番号１番は、耕作できないため、隣接農地の耕作者が譲り受ける案件です。 

 申請番号２番も、耕作できないため、自宅側の農地を譲り受ける案件。 
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 申請番号３番は、耕作できないため、家庭菜園程度で農業を始めたいと自宅の側の農地を譲り受け

る案件です。 

 申請番号４番は、耕作できないため、農地を購入する人を探していたところ、事務局に近くで購入

できる農地を探してもらえないかと相談しに来られた譲受人に推進委員を介して話をしてもらい、ま

とまった案件です。 

 申請番号１番から４番について、現地調査並びに協議結果においても、特に問題はありませんでし

た。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 申請番号１番から４番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、続きまして、中部調査会長お願いします。 

○委員（１番 松尾 茂敏君）  議席番号１番、中部調査会長の松尾です。 

 中部調査会関係分は、申請番号５番から６番です。 

 申請番号５番は、譲受人が規模拡大のため、譲り受ける案件。 

 ６番は、譲受人が耕作利便のため、譲り受ける案件です。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号５番から６番についてご質疑がありましたらお願いします。森﨑委員。 

○委員（１５番 森﨑 茂德君）  この５番というのは、規模拡大のため買う、相手方の要望と書いて

あるんですけど、反当たり５０万円以内で、売り手じゃなくて買い手で、そがん安いと。 

○委員（２番 内田 弘幸君）  ５番の件ですけど、この売主のほうがちょっといろいろ家庭内であっ

て、もう買うてくれと。 

○議長（馬場 保君）  よろしいですか。 

○委員（１５番 森﨑 茂德君）  はい。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑がないようですので、続きまして、西部調査会長お願いします。 

○委員（４番 池田 兼三君）  議席番号４番、西部調査会副会長の池田です。 

 西部調査会関係分は、申請番号７番から９番です。 

 申請番号７番は、相続人不在のため、相続財産管理人がついた案件で、その所有する農地等を一括

して処分する案件です。中には、現況地目が山林になっているところがありますが、所有権移転後、
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新しい所有者が手続をするということで申請書を受理しています。 

 ８番と９番は借受者が同一なので一括して協議してください。どちらも耕作できないため、借受人

である法人が許可を取って耕作する案件です。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号７番から９番について、ご質疑がありましたらお願いします。 

○委員（６番 本田 浩君）  ６番、本田ですけど。 

○議長（馬場 保君）  本田委員。 

○委員（６番 本田 浩君）  評価額での売買ですか。 

○議長（馬場 保君）  事務局。 

○事務局長（髙木 謙次君）  資料のほうにもありましたけれど、固定資産税評価額での売買となって

います。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。東委員。 

○委員（１４番 東 康敬君）  調査会でも言ったわけですけれども、この売買価格ですね、これを

１０アール当たりいくら、全体額いくらとか、ばらばらな形で記載をしてある。統一してもらいたい

ということで、またここでお願いをしたいと思います。 

○議長（馬場 保君）  事務局。 

○事務局長（髙木 謙次君）  一応、農業委員会総会の中の意見があって、受付の段階では、１０アー

ル当たりとか反当たりで統一しているんですけども、どうしてもできない場合はこのような形のもの

も、たまには出てくるというふうに認識してもらえればと思いますけれども。（発言する者あり）ハ

ウスとか別にということで意見はあったわけですけれども、どうしてもハウスとどうしても別々にや

る、算定できないということで、どうしても今の段階では、ハウス込みで上がってきているのもあり

ますけれども、平均の評価額を出す場合には、そういったものは例外として外してから算定するよう

にしたいと思いますので、ご理解お願いします。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第１９号、申請番号１番から９番は、

申請どおり許可することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。 

 次に、日程第３、議案第２０号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について、事務局、議

案事項の説明をお願いします。 
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○事務局（酒井 伸也君）  議案書７ページを御覧ください。 

〔議案第２０号の朗読〕 

 議案書８ページ、申請番号１番の１件の申請があっております。詳しくは別添２を御覧くださ

い。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、西部調査会長から案件について説明をお願いいたします。 

○委員（４番 池田 兼三君）  議席番号４番、西部調査会副長の池田です。 

 西部調査会関係分は、申請番号１番です。 

 申請番号１番は、農振白地、南串山支所から３００メーター以内にある農地で第３種農地と判断し

ました。申請目的は一般個人住宅です。許可に関して特に問題はないものと思われます。 

 申請番号１番について、現地調査並びに協議結果においても、特に問題はありませんでした。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号１番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、議案第２０号、申請番号１番は、申請どおり許可

することにご異議ありませんか。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。 

 次に、日程第４、議案第２１号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について、

事務局、議案事項の説明をお願いします。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書９ページを御覧ください。 

〔議案第２１号の朗読〕 

 議案書１０ページ、申請番号１番の１件の申請があっております。詳しくは別添２を御覧くだ

さい。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、東部調査会長から案件について説明をお願いします。 

○委員（１３番 坂本 博君）  議席番号１３番、東部調査会長の坂本です。 

 東部調査会関係分は、申請番号１番です。 

 この案件については、令和５年７月５日付５雲農委指令第１０４号で許可していたもので、申請目
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的は、駐車場及び運動場用地です。変更理由につきましては、現在の施設があるところが、長崎県た

め池浸水想定区域に指定されたことから、子供たちの安全、安心を考え、この申請地とこの後出てく

る第５条の転用申請番号１番の申請地を園庭で転用申請しようとするものです。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号１番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、議案第２１号、申請番号１番は、申請どおり認め

ることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、申請どおり認めることに決定しました。 

 次に、日程第５、議案第２２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、事務局、議

案事項の説明をお願いします。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書１１ページを御覧ください。 

〔議案第２２号の朗読〕 

 議案書１２ページ、申請番号１番から４番の４件の申請があっております。詳しくは別添２を

御覧ください。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、東部調査会長から案件について説明をお願いします。 

○委員（１３番 坂本 博君）  議席番号１３番、東部調査会長の坂本です。 

 東部調査会関係分は、申請番号１番です。 

 申請番号１番の申請地は、農振白地、１０ヘクタール以上の集団の中にある農地で第１種農地と判

断しました。しかしながら転用目的が地元の保育園の園庭としての転用で、例外規定の集落接続で集

落になくてはならない施設として許可できるものと判断しました。先ほどの計画変更の案件で説明し

たとおり災害区域に指定されたことで、園庭として転用し、その後、社福として受けられる補助金が

決定次第、保育施設を建て替えて、この場所に移転してくるものと思われます。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号１番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、続きまして、中部調査会長お願いします。 
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○委員（１番 松尾 茂敏君）  議席番号１番、中部調査会長の松尾です。 

 中部調査会関係分は、申請番号２番から３番です。 

 申請番号２番の申請地は、農振白地、１０ヘクタール以上の集団の中にある農地で第１種農地と判

断しました。申請目的は一般個人住宅です。集落に接続していることから許可できるものと判断しま

した。面積については１００ｍ２ほど超過していますが、分筆上、入口部分が必要なこと、また申請

地及び残地の整形が整うよう線を入れたため、この面積になってしまったということで、特に問題な

いものと思われます。 

 続きまして、３番の申請地は農振白地、１０ヘクタール以上の集団の中にある農地で第１種農地と

判断しました。申請目的は一般個人住宅です。面積は２２０ｍ２ほどオーバーしておりますが、土地

自体不整形地であり、なおかつ残地については家庭菜園で使用することになっていますので、許可に

関して特に問題ないものと思われます。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号２番から３番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、続きまして、西部調査会長お願いします。 

○委員（４番 池田 兼三君）  議席番号４番、西部調査会副会長の池田です。 

 西部調査会関係分は、申請番号４番です。 

 申請番号４番は、農振農用地で令和５年１１月１日付農振軽微変更された農地です。申請目的は農

業用施設用地で、倉庫１棟建築予定で、業務上必要な施設で許可に関して特に問題ないものと思われ

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、申請番号４番についてご質疑がありましたらお願いします。はい、山﨑委員。 

○委員（５番 山﨑 正典君）  高さとかは関係あるとですか、規定。倉庫を建てる。 

○委員（１５番 森﨑 茂德君）  道路ば挟んどるけ。 

○議長（馬場 保君）  事務局、ちょっと説明を。 

○事務局長（髙木 謙次君）  特に前の農地に影響がないということで判断されているんであれば、問

題ないと思います。 

○委員（５番 山﨑 正典君）  はい、分かりました。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。 
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〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第２２号、申請番号１番から４番は、

申請どおり許可することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。 

 次に、日程第６、議案第２３号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決

定についてを議題とします。 

 事務局、議案事項の説明を求めます。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書１４ページを御覧ください。 

〔議案第２３号の朗読〕 

 議案書１５ページ、整理番号１番から議案書３１ページ、整理番号３１番までです。整理番号

１番から４番までは賃借に係る案件、整理番号５番から１３番までは所有権移転に係る案件、整

理番号１４番から３１番までは、農地中間管理機構に貸し付ける配分先まで決定する一括方式と

なっております。詳しくは別添３を御覧ください。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 それでは、議案第２３号に対する質疑を行います。 

 まず、賃借権設定に係る申請番号１番から４番についてご質疑ございませんか。ご質疑ございませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、次に、所有権移転に係る申請番号５番から１３番

についてご質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ないようですので、次に、農地中間管理事業に係る申請番号１４番から３１番

についてご質疑ございませんか。ご質疑ございませんか。東委員。 

○委員（１４番 東 康敬君）  中間管理機構を通すときに、案件の中に入った中で、もうずっと前も

言ったけど、相当前に契約は済んで書類を上げとるわけですたいね。その中で上げて、２か月近くか

かって、やっと議案書というのが上がってくるわけ。１回問題になったのが、契約をやって、それで

１か月契約だけやって、ちょっと作ることをやめたという案件があってですよ。その中で、これはも

う中間管理機構バンクを通しとるわけだからバンクで何とかやってくれろという相談をしたときに、

いや、これはまだバンクは通ってないという返事があって、うやむやになったときがあったわけです

たい。そこら辺自体というのはどういう対応をするのか。やっぱし議案書で上がって、ここで通って
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初めて契約という形になるわけ。バンクの場合は。 

○議長（馬場 保君）  事務局、説明をお願いします。 

○事務局長（髙木 謙次君）  一応機構のほうで、一応うちのほうとの集積計画を決定した後に、市の

ほう、市長部局のほうで一応決定をするようになっているんですけども、公告をしてない。 

○委員（１４番 東 康敬君）  そうすんなら、契約を、バンクを通して貸し借りをするじゃなかです

か。それで業者が署名捺印をやって、書類を上げますよね。上げて２か月ぐらいしてから、やっと、

今、議案書に上がってくるわけですたいね。議案書に上がってきて、ここで通った分がまたバンクに

行って、それを審査をやって初めてオーケーということですか。 

○事務局長（髙木 謙次君）  以前もちょっとあったと思うんですけれども、申請、貸主と借主、それ

と中間管理機構で三者が印鑑をついたものをうちのほうには上がってきます。それについて、総会の

中で、その集積計画の決定をした後に市長部局のほうに対して報告をして、そこで一応決定するとい

うような。 

○委員（１４番 東 康敬君）  契約を、バンクを通してから契約をしてない時点で、農業委員会を通

ってバンクに行くわけ。バンクからこっちに来るわけじゃないんか。どっちです。 

○事務局長（髙木 謙次君）  貸主と借主、中間管理機構がそれぞれ印鑑を全部つきますよね。貸主、

借主が印鑑をついたやつを機構に一遍上げて、機構のほうは、この貸し借りはうちを通してもいいと

いうことで機構が印鑑をついたのが一旦市長部局の公社に入ってきます。それを１４日までにうちの

ほうに上がってくれば、その月の調査会にかけて、翌月の総会にかけることになります。 

○委員（１４番 東 康敬君）  そうすれば、ここで通って、また市長部局に行って、初めて決定ちゅ

うことですか。 

○事務局長（髙木 謙次君）  そうです。そこには日にちかかりませんので、報告をするまでには、市

長部局のほうで市長決裁を受けて公告が、５日に総会があれば１０日前ぐらいには公告がおりますん

で、そこで一応決定になろうかと思います。 

○委員（１４番 東 康敬君）  業者が貸し借りの署名捺印をしてから２か月、３か月あっておるわけ

ですたい。その間の責任ちゅうのはどういう形なのか。まだ、それは宙ぶらりんな形ということです

か。 

○事務局長（髙木 謙次君）  印鑑をついたのが機構のほうに、バンクのほうに上がっているかどうか

です。以前、あったのは、貸す人が遠方にいらっしゃって、借主等はもう既に印鑑をついているんだ

けれども、貸すほうが遠方にいらっしゃって、なかなか印鑑をついてもらえなくって、借りるほうは

もう印鑑をついているんだけど、なかなか上がってこないというふうに認識でおられたんですけれど

も、実際貸すほうの方から印鑑をもらうのが遅かったということで、長引いたというのがあったと思

いますけれども。 
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○委員（１４番 東 康敬君）  それじゃなくて、両者がお互い例えば支所なら支所に寄ってお互いが

署名捺印をするじゃなかですか。それでここに上げるじゃなかですか。今言ったのは、上げたときに、

中間的にここで農業委員会の議案書に上がってくるのは今言ったように２か月以上かかるわけですた

い。その間の何かトラブルがあったときの責任分担ですたい。どこが責任持つのか。それはまだ契約

をしとらんから、お互いそれはもうちゃらですよという形の中の対応なのか。 

○事務局長（髙木 謙次君）  農業委員会としては、責任持つ必要はないかと思いますけれども。 

○委員（１４番 東 康敬君）  いや、バンクも責任を持たんわけですたい。結局バンクが正式に契約

をするというのを今言ったように、ここで農業委員会上がって、これがまた市長部局に行って、初め

て承認ということになるわけでしょう。その間で何かトラブルがあったときの責任分担というのは、

全くまだ契約をしとらんから関係ないですよという対応なのか。 

○事務局長（髙木 謙次君）  大変申し訳ありません。事務局では返答しかねます。 

○委員（１４番 東 康敬君）  結局貸し借りをしたときには、そういう捺印をしたときには、そこで

完成という認識を持っとるわけですたい。しかし、それじゃなくて、正式にきれいに書類がそろって、

上がって、農業委員会とバンクもそろって初めて認定をされて、オーケーですよという形ですか。 

○事務局長（髙木 謙次君）  そうですね。基盤強化法の中で農業委員会の決定を経てから決めるよう

になっていますので、うちのほうに上がってこなければ、うちのほうは何もしようがありませんので、

基本的にうちのほう農業委員会の総会で今上がってきているように、総会にかけて決定をしたのを市

長部局に返して、そこで市長決裁をされて報告をされた。その日が貸し借りの始まりになるんだろう

と思います。 

○委員（１４番 東 康敬君）  はい、分かりました。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。 

 お諮りします。議案第２３号は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画で

あると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、集積計画を決定することとします。 

 次に、日程第７、議案第２４号、農用地利用集積等促進計画（案）についてを議題とします。 

 事務局、議案事項の説明を求めます。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書３２ページを御覧ください。 

〔議案第２４号の朗読〕 

 議案書３３ページ、整理番号１番から２番です。資料は別添３を御覧ください。 
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 この議案については、前年まで、中間管理機構を介した賃借のうち、配分先のみを変更する分で上

がってきていた案件でありますが、基盤強化法の改正で配分先のみの変更部分が法の中で削除されて

いることから、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定により、（案）として

作成し、承認をもらった上で農林部局へ要請するものです。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 議案第２４号に対する質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご質疑ないようですので、議案第２４号、申請番号１番から２番は、申請どお

り承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議ないようですので、申請どおり承認することに決定しました。 

 次に、日程第８、報告第４号、非農地通知の発出についてを議題とします。 

 事務局、議案事項の説明を求めます。 

○事務局（酒井 伸也君）  議案書３４ページを御覧ください。 

〔報告第４号の朗読〕 

 議案書３５ページ、令和５年度非農地通知の発出一覧です。 

 この報告については、令和５年度農地利用状況調査の結果、「再生利用が困難な農地」として判定

した農地について非農地判断を行い、令和６年３月２０日付で非農地通知書を発送したものです。 

 以上です。 

○議長（馬場 保君）  ありがとうございます。 

 報告第４号に対する質疑を行います。質問等ありましたらお願いします。森﨑委員。 

○委員（１５番 森﨑 茂德君）  ここで、この非農地判断、送り先不明という、ここの住所が分から

んとね。事務局。 

○事務局（酒井 伸也君）  死亡されている方とかで……。 

○委員（１５番 森﨑 茂德君）  所有者は死んどるかも分からん。その身内なんかはおらんと。 

○事務局（酒井 伸也君）  農業委員会のデータで相続人とか、家族とかが確認できない方が結構（発

言する者あり）はい、いらっしゃった分ですね。 

○議長（馬場 保君）  東委員。 

○委員（１４番 東 康敬君）  非農地通知をもらって、法務局に、例えば、原野に地目変更するやな

かですか。そのときには、農振は入ったまま地目変更ができるのか、それとも農振を外さんと地目変

更ができんのか、そこらんとこはどうですか。 
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○議長（馬場 保君）  事務局、説明お願いします。 

○事務局（酒井 伸也君）  農振入っているか入ってないかにかかわらず、その地目変更はできる……。 

○委員（１４番 東 康敬君）  できるんです。 

○事務局（酒井 伸也君）  はい。 

○委員（１４番 東 康敬君）  ほんなら農振に入ったまま、地目は原野、山林に地目は変更してもい

いということですたいね。 

○事務局（酒井 伸也君）  そうですね。 

○議長（馬場 保君）  ほかにご質疑ございませんか。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ほかご質疑がないようですので、報告第４号に対する質疑を終わります。 

 お諮りします。本総会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要する

ものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

○議長（馬場 保君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、

議長に委任することに決定しました。 

 これをもちまして、議決事件の審議は全て終了しました。どうもありがとうございました。 

午後２時55分閉会 

────────────────────────────── 
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